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   Two patients who suffered from extramammary  Paget's disease with adenocarcinoma were 
treated with combination chemotherapy. Both patients who complained of scrotal induration were 
the Paget's cells with undifferentiated adenocarcinoma in pathology. We tried CAP (cyclophospha. 
mide, pirarubicin, cisplatin) therapy on case 1, and MEC (methotrexate, etoposide, cisplatin) 
therapy on case 2. The primary lesion was reduced and the metastatic lesion, showed regression 
                                             (Acta Urol. Jpn. 30: 1033-1036, 1994)
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 Fig.  1.  Tumor  (3x  3  cm)  with  erosive  lesion 
 was  recognized  at  the  root ofthe penis 
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志 村,ほ か=乳 房 外Paget病 ・腺癌
2日入院.骨 シソチは 悪化 しており4月12日より再
度,MEC療法開始した.4コ ース行い疹痛は軽減し












































わ れ る外 陰 部 で も多 中心 性 な い し1ateraHnvasion
が 度 々み られ る こと,な どか ら十分 広 い 範 囲 に切 除 す
る必 要 が あ る7).さらに,腺 癌 を伴 ったPaget病の場
合 は予 後 が きわ め て悪 く8),他の治 療法 との併 用 を 行
わ な くて は な らな い.汗 腺癌 に対 し化 学 療法 を行 った
報告 は 少 ない がCoonleyら91による と,転 移 を 伴 っ
た 汗腺 癌20例に 化 学療 法 を 施行 した結 果 で は,単 独 で
有効 な 化学 療 法 剤 は ない が,doxorubicinとcyclo-
phosphamideの組み 合 わせ が もっ と も効果 が 高 く,
第 一選 択 の治 療 薬 とされ て い る.わ れ わ れ の症 例 に お
い て症 例1で はcyclophosphamideとpirarublcin,
cisplatinを組 み合 わ せたCAP療 法 を行 い,鼠 径部
リソパ 節 に対 し37%の縮 小率 が え られ た.そ の後,局
所 の手 術 療法 も行 った が,断 端 陽 性で あ り,リ ンパ腺
に は転 移 もみ られ た.術 後 は全 身 状態 よ り化 学 療 法 は
行 わな か った.症 例2で は初 診 時 よ り骨 転移 が み られ
た ため,局所 は 生 検 のみ と し,われ われ が 尿路 上 皮 癌 に
用 いて 良好 な成 績 を え てい るMEC(methotrexate,
etoposide,cisplatin)療法10)を行 った.4コ ー ス 終
了後 に は 鎮痛 剤 は 中止 とな り,骨 シ ソチ,ガ リウ ム シ
ソチで も改善 を 認 め,陰 嚢 の縮 小 もみ られた.ま た,
Voigtら1Dの乳 房 外PagetCarcinomaの報 告 で
はcarboplatin400mg/m2day1,carciumfolinic
acidl70mg/m2dayl～5,5-fulorouracil350mgl
m2day1～5,の 多 剤 併用 療 法 を6コ ー ス 行 いCR
が え ら れ た と し て お り化学 療 法 の有 効 性が 示 唆 され
る.本 症例 で は腫 瘍 の 縮 小効 果 や鎮 痛 効果 な どの近 接
的効 果 は え られ て お り,腺 癌 を 伴 った 乳 房外Paget
病 にお い て も,手 術 療 法 との 組 み合 わ せ に よる積極 的
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